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１．研究計画の概要 
(1)研究の目的 
身体発育と発達に関する科学的な知識は

教育や保健活動の基底を支えていることは

わが国の教育基本法や学校教育法の条文か

らも明確に把捉することができ、先進国では

こうした科学に裏打ちされた知識が整備さ

れている。しかし、多くの開発途上国では教

育の基盤ともいえるこうした知識抜きの教

育･保健活動が行われている。この研究は東

南アジア諸国に生活する諸民族の子どもの

身体発育と発達に関する基礎データをまず

は提出することにある。このために研究者等

は 1980年台の始めより非常に長期間（約 25
年間）にわたるデータ収集作業を行っており、

現在もタイ、ミャンマーなどで継続中である。

そこで、この研究計画では今までに蓄積され

た成果を整理、解析し、各民族児童に関する

基礎的、標準的な知見とデータを提出するこ

ととした。研究者等はこの研究の成果によっ

て、当該民族、地域における教育や保健活動

のために不可欠の基礎知識を確実に１つ付

け加えることが出来ると考えており、学校教

育や保健指導、保健管理、そして先進国から

の食料支援のツールとしても役立てること

が期待される。 
(2)研究の方法 
対象とした身体発育に関する項目は：身長、

座高、体重、胸囲、胴囲、大腿囲、下腿囲、

上腕囲、皮下脂肪厚（肩甲骨下角部、上腕背

部、腹部、腸骨上部、下腿部）については後

出の全民族で計測している。一部の民族では

これ以外に、詳細な 35 項目に関する形態学
的なマルチン式計測を行っている。さらにこ

れらの基本的な計測データから様々な肥満

指数や体型指数を推計している。 
身体発達と環境に関する項目は：母親の体

格、妊娠時年齢、妊娠中の異常・喫煙･飲酒、

出生時の体格・出生順位・児数、家族数、妊

娠期間、母乳など、離乳開始時期、伝い歩き

年齢、歩行・走開始年齢、言語、自立的食事、

排便、発話年齢、運動状況、食事の好き嫌い、

既往歴、入院経験、起床･就寝時刻、起床時

覚醒状態、朝食、排便、学習、外遊び、体の

清潔、居住環境、居住地域、同居家族数、収

入、飲料水などに関する情報。 
(3)調査対象民族 
タイ、カレン、メオ、リス、ラフ、アカ、

ラオ、タイルー、チンホー、ルア、パダウン、

ビルマ、モン、シャン、ワなど東南アジア大

陸部に広く住む主要な民族である。しかし、

これらの民族データを各年齢別、性別に児童

期から青年期に至る十数年間のすべてを網

羅して不足無く収集するのは、タイ人やビル

マ人などを例外として、殆ど不可能である。

なぜならば、これらの人々の居住地は非常に

広い範囲に点在しており、しかも交通に不便

な山岳地域が多い。１カ所の村落において 15
歳の男子ばかりを一度にまとまって 30 人も
調査協力者にすることは殆ど不可能である。
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まして、6歳から 17歳までの各年齢にわたっ
て性別にまとまった集団を計測することは

殆ど不可能である。従って、周到な計画と不

断の努力によって出来る限りのデータ収集

を試みても、全年齢にわたって充分な個体数

を得られない民族もあることを前もって記

しておく。 
(4)対象年令 
原則的には 6 歳から 17 歳であるが、上記
の理由で 17歳に 18歳のデータを合わせて用
いた場合もある。一方ミャンマー連邦国の教

育制度では 5歳が就学年齢であり、16歳で大
学に進学することを受けて実際の利用性を

考慮して制度に準拠して 5歳からデータを収
集している。これに当てはまるのはビルマ人、

モン人、シャン人である。計測対象数はこの

報告の記入段階で 3万名余りである。 
 
２．研究の進捗状況 
この研究を開始するに当たってまずはじ

めに、タイ人、ラオ人などに関する発育標準

値を 6 歳から 18 歳まで、性別年齢別に平均
値の他、パーセンタイル値をもとめ発育値を

図表化した。対象とした計測項目は、身長な

ど高さに関する 10 項目、肩幅など幅育の情
報 6項目、胸囲など周育の項目 7項目、皮下
脂肪の項目 6項目、体重、頭部の項目 2項目、
体型に関する項目 6項目である。これらの項
目の全てに対しての平均値と標準偏差を示

し、日本人と比較している。同様に、タイ国

に住むカレン人に関する調査を同国チェン

マイ県、チェンライ県で行い上記とほぼ同じ

項目のデータを解析した。解析に際しては各

年齢ごとの資料を用いて BTモデルによって
平滑化した民族別発育評価図表を作成した。

この図表を用いることによって、それぞれの

民族ごとに発育･栄養評価をすることができ

る。またさらにこの図表に個人の値をプロッ

トすれば個人ごとの判定をすることができ

るので、必要な栄養指導や保健指導あるいは

栄養補給のための処置を施す科学的な根拠

を示せる。 
この図表を概観すると、民族差は大きく、

例えば 18 歳の身長をとってもメオ人男子は
157.8ｃｍ、カレン人は 161.3ｃｍであるが、
タイ人は 168.0ｃｍであって、10ｃｍもの大
差が存在するのである。このように非常に大

きな民族差を無視して発育や栄養評価を行

っているのが現実である。今後、こうした評

価基準を様々な指標について明らかにして

ゆく計画である。 

３．現在までの達成度 
＜区分＞②おおむね順調に進展している。 
概ね研究計画どおりに進んでいるが、対象

としている民族が非常に多様であり、また国

境、民族問題に関連してデータの収集が困難

な点もないわけではなく、ミャンマーと中国

雲南省の山地に分布するワ人に関してのミ

ャンマー側からの大量のデータ収集は難し

いようである。これに対する対策としては中

国側のデータなどを持って代替することも

考慮している。これ以外はデータ収集、入力、

整理、解析など順調である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

全体の研究計画についての変更は必要な

い。上記のように殆ど問題なく計画は達成で

きているが、一部の民族についてはデータ数

が十分でなく、中国側からのデータなどによ

って補完その他の工夫が必要である。今後、

この研究計画をタイ、ミャンマー周辺のチン、

ヤカイン、カヤーはじめとして採集狩猟民ム

ラブリなどに拡張継続してゆきたいと考え

ている。 
 
５. 代表的な研究成果 
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